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SNS 上で動画コンテンツが急激に増大している。 A1による動画の自動解析技術の二ーズも急
激に増大しているが、個々の動作の種類を、軽量かつ細粒度で認識する技術は、まだ開発途上

である。本論文では、動画データセットに対して、新たなニューラルネットを構築し、学習時
間が少なく、軽量だが、動作の細粒度での高精度な認識が可能な提案手法を開発し、動作認識
でよく用いられる複数のデータセットで、その有効性寸對立陛を示している。
第1章では、動画分類の背景・動機を、第2章では、動画分類の関連技術、それに関わる深
層学習技術を述べている。第3章では、提案手法の開発動機となった特徴学習(f囲tuN
IeaTning)に関してサーベイしている。

第4章と第5章で提案手法を述べている。第4章では、日常生活の動作データを主とする3

つの動画データセットを用いて、時空間データ表現から、空間方向、空間縦方向と時問方向、
空間横方向と時間方向の3つに分割するマルチビュー手法という手法を含む提案手法を述べて
いる。同時に、従来のオプティカルフローに代表される低速で計算量の多い時間変化を捉える
手法に代わり、連続フレームの差分を、直接ニューラルネットアーキテクチャ内で処理する仕

組みを中心とした手法を述べている。第5 章では、時間的混合ガウス法(TGM: Te叩0玲1
G釦SsianMixturo)技術に着目し、これを構万戈要素として、時空間データをフュージョンする 3
種類の新しいアーキテクチャを導入し、スポーツ動画に多い、同時に複数の動作が発生する場
合のマルチラベル・マルチクラス問題に焦点をあて、従来手法よりも高精度を達成したことを

報告している。第6章では、まとめを述べるとともに、今後の課題について述べている。

論文内容 の 要

動画コンテンツは、YOUTubo、 N.ta捻のような動画に特化したSNSや配信サービスに限らず、
オリンピック、様々なスポーツのワールドカップなど個別な動画配信サービス、個人のTikTok、
11玲ta部旧m、 Twitterなどでも非常に多く普及している。静止画と比べて動画は、一般にデータ
量が多く、コンテンツとして描写される対象物(オブジェクト)の動きも、シンプルなものか
ら、同時に複数の動作が発生する複雑なものまで多種多様である。

本論文では、動画中での動作認識を2種類の分類問題として捉えている。ひとっは、マルチ
クラス分類問題、もうひとつはマルチラベル・マルチクラス問題である。マルチラベル問題は、
同時に複数の動作が発生するため、難度の高い問題である。前半のマルチクラス問題に対して、
動画を、 T 印寺間軸) XH (空間知師陶 XW (空間横軸)のデータとして表現し、これをTXH、
TXW、 HXWの3つに分解することで、軽量性を達成し、同時に正確な動作認識を行うユニーク

な手法を提案した。様々な日常動作が含まれる3種類の動画のべンチマークデータセットにお
いて、従来手法との比較実験でその有効性、優イ立性を示している。
一方、マルチラベル・マルチクラス問題に関しては、細*立度の高精度な分類精度を達成でき
る技術を参照してTGM(T.mp0玲I Gaussian MixtUル)を構成要素とする 3種類の深層学習アー
キテクチャを提案し、同時複数動作の多いスポーツ動画のデータセットで、従来手法よりも高
精度な分類性能を達成している。具体例として、学術的によく使用されるべンチマークデータ

セット{こf今まオ①るノ叉レーボーノレのjumping、 standing、 spikin宮、Υ山]ningなど同H寺小生力§局く、見
た目も似た動作識別を、マルチラベル・マルチクラス問題として実証し、高精度な識別能力を
提示している。

これらの成果は、瞬間的な動作を見極められる(スポーツ実況などの現場で)専門家の介在
を彪、要としないで、軽量かつ高性能な動作の自動認識手法を提案している点で特筆すべきもの

であり、学術的に高い評価を受けるとともに、動画像認識分野での幅広い応用が期待される。
以上より、本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。
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